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はじめに



はじめに

p マーケロボとは
Marketing-Roboticsが提供するMAツールです。
MA︓ マーケティングオートメーション

p マーケロボ利⽤環境
ブラウザ︓Chrome 
シークレットモード推奨
※その他ブラウザ（Internet ExplorerやEdgeなど）
には対応していません。

2



はじめに

p マーケロボ機能・⽤語の⼀覧
マーケロボには以下の機能があります。

カテゴリ 機能 説明

連絡先設定 インポート クライアントの顧客情報を名刺データより⼀括で⼊⼒

個⼈連絡先 クライアントの顧客情報（個⼈）を⼿動⼊⼒

企業連絡先 クライアントの顧客情報（企業）を⼿動⼊⼒

セグメント クライアントのセグメント情報を設定
⾒込み客を項⽬ごとにグループ分けする

コンテンツ メール メールの作成

説明 ランディングページ WEBページを作成

フォーム 申込/アンケート フォームなどを作成

資料 資料ダウンロードURLを作成

キャンペーン シナリオ キャンペーンのシナリオ設定
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はじめに

p マーケロボで設定する作業の⼤まかな流れ
（シナリオ作成を⾏いやすいようこの流れで設定していきます）

連絡先の

設定

フォーム作成

アセット設定
LP作成 メール作成 シナリオ設定

このマニュアルではここを設定していきます
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１. ログイン



１．ログイン

Chromeより以下のURLへアクセス
https://mk6-robo.com/users/login/
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https://mk6-robo.com/users/login/


１．ログイン

ログイン情報を⼊⼒しクリック
・ユーザ名（メールアドレス）
・パスワード

6



１．ログイン

以下の画⾯が表⽰されたらログイン完了です。
表⽰されない場合はご連絡ください。
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２.インポート手順



2 . インポート⼿順

概要・作業の流れ

作業① インポートデータの整理 (Excel)

作業② インポートデータをCSV（UTF-8）への変換
１ Googleスプレットシートを開く
２ ファイルからインポートをクリック
３ シートへ置換する
４ インポートデータをCSV（UTF-8）への変換
５ カンマ区切りの値(CSV)でダウンロードする

作業③ 項⽬・セグメント・タグの確認・作成

作業④ マーケロボ 内へのインポート
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作業① インポートデータの整理（Excelで作業）

項⽬名は⼩⽂字半⾓アルファベット必須
（インポート時のみ項⽬名⽇本語不可）

姓名で分けてください

2 . インポート⼿順
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＜ご注意事項＞
・メールアドレスは必須項⽬です。
・姓・名・電話番号・会社名は推奨項⽬です。
・サンプル項⽬以外にインポートデータ項⽬が
ある場合は、カスタムフィールドで項⽬の追加
が必要です。
・必須項⽬以外の空欄はインポートしても問
題ありません
・項⽬（⼀⾏⽬）が空欄の⾏があると、イン
ポートができません。
・各セルは、⼀⾏にして下さい（改⾏した場合、
インポートができません）。

雛形あります！



作業② インポートデータをCSV（UTF-8）への変換

作業②の流れ ※詳細は次ページ参照

②ー１ Googleスプレットシートを開く
②ー２ ファイルからインポートをクリック
②ー３ シートへ置換する
②ー４ インポートデータをCSV（UTF-8）への変換
②ー５ カンマ区切りの値(CSV)でダウンロードする

2 . インポート⼿順
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②-1 Googleスプレットシートを開く

2 . インポート⼿順

ExcelをCSV（UTF-8）へ変換する為の⼿順です。
他の⽅法でも構いません。

Googleスプレットシートを使う
https://www.google.com/intl/ja_jp/sheets/about/
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https://www.google.com/intl/ja_jp/sheets/about/


ファイルからインポートを選択

（Googleスプレッドシート上で作業）

②-2 ファイルからインポートをクリック

2 . インポート⼿順
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作業①で作成したインポートデータ（Excel）を
アップロードしてください

（Googleスプレッドシート上で作業）

②-3 シートへ置換する

2 . インポート⼿順
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「スプレッドシートを置換する」を選択

（Googleスプレッドシート上で作業）

②-4 インポートデータをCSV（UTF-8）への変換

2 . インポート⼿順
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（Googleスプレッドシート上で作業）

②-5 カンマ区切りの値（CSV）でダウンロードする

2 . インポート⼿順

「形式を指定してダウンロード▶
カンマ区切りの値（CSV）を選択
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作業③項⽬・セグメントの確認・作成

2 . インポート⼿順
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③-1 項⽬・セグメントの確認・作成
③-2 項⽬ (カスタムフィールド) の確認・作成

【⽤語説明】

・カスタムフィールド︓連絡先情報項⽬

⾒込み客情報をさらに細分化した情報のこと

例）⾒込み客の住所、会社名、メールアドレスなどの個⼈情報

・セグメント ︓連絡先グループ

メールを送信する宛先を、⾒込み客の中からグループ分けする。

・タグ ︓特定のグループにタグをつけておくこと。

セグメントを作る際に検索しやすくなります。



③-1 項⽬・セグメントの確認・作成

「⾒込み客」→「セグメント」をクリック

2 . インポート⼿順
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「新規」をクリック

③-1 項⽬・セグメントの確認・作成

2 . インポート⼿順
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⽤語説明【セグメント】︓⾒込み客を、⽬的に応じてグループ分けしたもの。
⽤途︓⼀括メール送信の送信先の設定や、⾒込顧客の管理。



①セグメント「名前」を記⼊
ex.1201インポート

②両⽅「はい」

③保存して閉じる

③-1 項⽬・セグメントの確認・作成

2 . インポート⼿順
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⻭⾞マーク→カスタムフィールドをクリック

③-2 項⽬（カスタムフィールド）の確認・作成

2 . インポート⼿順
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「新規」をクリック

③-2 項⽬（カスタムフィールド）の確認・作成

2 . インポート⼿順
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①ラベル（項⽬名）を⼊⼒
例︓会社名

②保存して閉じる

③-2 項⽬（カスタムフィールド）の確認・作成

2 . インポート⼿順
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作業④マーケロボ内へのインポート

「⾒込み客」→「名刺データ取込」をクリック

2 . インポート⼿順
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「新規」をクリック

作業④マーケロボ内へのインポート

2 . インポート⼿順
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「ファイルを選択」をクリック

作業④マーケロボ内へのインポート

2 . インポート⼿順
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作業④マーケロボ内へのインポート

2 . インポート⼿順
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①⽴ち上がったエクスプローラーでインポートファイルを選択する
②「開く」をクリックする



2 . インポート⼿順

作業④マーケロボ内へのインポート

連絡先の所有者を選択 セグメントを選ぶ

任意のタグを⼊⼒する

対象となるデータを選ぶ（各項⽬ごと）
例︓lastname→姓を選択

対象となるデータを全て選択し終わったら
インポートを選択

【ファイルを開いた後の画⾯】

読み込んだ情報がカスタムフィールドごとにインポートされます。
カスタムフィールド︓⾒込み客情報をさらに細分化した情報

任意のランクを⼊⼒する



2 . インポート⼿順

作業④マーケロボ内へのインポート

この画⾯が出たら
インポート成功です︕

ここから確認することができます
（次ページへ）



2 . インポート⼿順

作業④マーケロボ内へのインポート

インポート作業完了です︕



3. ⾒込み客の個別追加登録



「⾒込み客」→「新規追加」をクリック

3. ⾒込み客の個別追加登録
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必要項⽬を⼊⼒

3. ⾒込み客の個別追加登録
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②タグを追加することでセグメント等を作る時
に検索しやすくなります（任意）。

①「⾒込み客設定」を選択

3. ⾒込み客の個別追加登録
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③「保存して閉じる」をクリック



4. ⾒込み客の検索



4. ⾒込み客の検索

「⾒込み客」→「⾒込み客⼀覧」をクリック



4. ⾒込み客の検索

①検索したい項⽬の欄に検索名を記⼊

②上記項⽬以外の条件で検索したい場合
は「詳細検索」を選択（次ページへ）

③「決定」を選択



4. ⾒込み客の検索

【詳細検索画⾯】

①検索したい項⽬の欄に検索名を記⼊

①「決定」を選択→前ページの③を実⾏


